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可児市議会だより第 80 号　令和３年（2021年）第1回臨時会・第2回定例会

TOPICS
議案の審議結果

常任委員会報告

議員一般質問

ＦＣ今渡　「夢に向かって頑張ろう」

令和３年度
　　　　予算案を審査



自主財源
５７．７％

依存財源
４２．３％

市税
４６．５％

繰入金　３．６％諸収入　３．３％
その他　４．３％

国・県
支出金
２０．７％

地方交付税
６．３％

地方消費税交付金
５．８％ 市債

６．３％

その他　３．2％

民生費
３8.4％

総務費
11.6％ 教育費

13.7％

土木費
10.8％

公債費
8.4％

衛生費
7.7％

その他
8.5％

議会費
0.9％

歳出歳入

会　　計　　名 本年度予算 前年度予算 増減率
一般会計予算 293億8,000万円 315億5,000万円 △6.9%

特別会計

国民健康保険事業 102億6,000万円 104億2,700万円 △1.6%
後期高齢者医療 14億3,200万円 13億7,700万円 4.0%
介護保険 74億8,470万円 73億7,940万円 1.4%
自家用工業用水道事業 1億6,400万円 1億6,050万円 2.2%
農業集落排水事業 1億6,200万円 1億7,000万円 △4.7%
可児駅東土地区画整理事業 850万円 3,300万円 △74.2%
可児御嵩インターチェンジ工業団地開発事業 5億7,200万円 22億円 △74.0%
財産区 3,050万円 2,460万円 24.0%

企業会計
水道事業 33億6,500万円 31億9,300万円 5.4%
下水道事業 47億3,000万円 47億4,900万円 △0.4%

各 会 計 予 算

一般会計予算の内訳構成

第2回定例会  令和3年度予算案を審議
　令和 3年第 2回定例会を 2月24日から 3月26日までの31日間の会期で開き、令和 3年度当初予算
など39議案を審議しました。
　このうち、令和 3年度予算案については 7日間にわたり審議し、すべての予算案について提案ど
おり可決しました。

新型コロナワクチン接種に関する予算を審議
　令和 3年第 1回臨時会を 2月 1日に開催し、新型コロナウイルスワクチン接種に関する補正予算
5億8,800万円の増額について審議しました。

提出された議案と審議結果
提出された議案は、予算 1件でした。
番号 件　　名 結果
議
案 １ 令和２年度可児市一般会計補正予算（第８号） ◎

【結果の表示記号】
◎　全会一致で可決

第1回臨時会
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議会からの提言はこのように予算へ反映されました

1 ．大規模災害に備えるために
　大規模災害に備え、コロナ禍における避難所運営のあり方を早急に検証するとともに、災害に強
い河川、道路、排水路の整備に努めること。

避難所運営マニュアルに基づき、感染症対策を徹底する。室原川改修の設計、普通河川の浚
渫工事、道路排水路の整備等、集中豪雨等への対策を講ずる。

２ ．大学生との交流と住環境の整備
　岐阜医療科学大学の学生と地域住民との交流機会を増やすための支援を行うとともに、空き家の
利活用など、増加する学生の住環境を整えるための支援を検討すること。

引き続き、岐阜医療科学大学との連携・協力を推進し、学生と市民との交流を深める。
第 2期空家等対策計画において、西可児地区の空家等の有効活用、学生の住環境の支援施策
を検討する。

３ ．コロナ禍における地区センターでの活動支援
　市民、自治会、各種団体等が、コロナ禍においても地区センターを利用して一定の活動や行事等
が行えるよう、新たな活動方法等の提案や支援をするとともに、必要な整備等があれば実施すること。

市民活動が安全に行えるよう、使用者への啓発を継続して行い、感染拡大防止対策を最優先
で講じる。空調更新などの施設改修を計画的に進め、安全かつ安心して使用できる施設管理
を行う。

4 ．地域医療体制の充実
　本市の基幹病院として位置づけられている可児とうのう病院に対し、救急医療体制の確保など基
幹病院としての機能を維持するための有効な支援を講じること。

地域医療の基幹病院としての機能を維持し、コロナ禍の医療体制において、市内医療機関の
中心的な役割を担ってもらえるよう、医師確保や救急医療体制確保などにも活用できる形で
支援する。

5 ．コロナ禍での地域福祉・支援活動への更なる支援
　コロナ禍にあっても各種地域福祉・支援活動(サロン・見守り・家事支援など)に携わっている関
係者が安心して進められるよう、地域の状況に応じた更なる支援を行うこと。

「可児市あんしんづくりサポート委員会」の運営により、活動団体の状況を把握し、支援体
制の充実を図る。運営費等は引き続き「地域支え合い活動助成金」の前渡しにより支援する。

　議会は、令和 2年 9月定例会において、市長へ
『令和 3年度予算編成へ活かすための 5つの提言』
を行いました。その提言が新年度予算にどのよう
に反映されたのかを報告します。
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予算決算審査サイクル

３月
予算に反映

９月
決算審査

議長から市長への
提言



予
算
決
算
委
員
会

　
令
和
３
年
度
予
算
15
件
、
令
和
２

年
度
補
正
予
算
５
件
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
予
算
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
重
点

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」と「
企
業
誘
致
」

が
最
重
点
施
策
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
◆
質
疑
◆
◆

Q  

新
規
事
業
の
広
報
宣
伝
支
援
事

業
補
助
金
の
内
容
は
。

A  

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
影
響
を
受

け
た
市
内
小
規
模
事
業
者
等
が
新
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
を
始
め

る
場
合
に
、
新
聞
等
へ
の
折
り
込
み

広
告
、
ポ
ス
タ
ー
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
作
成
な
ど
の
広
報
宣
伝
を
支
援
し

て
い
く
も
の
で
あ
る
。

Q  

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が

く
る
」
で
、
市
の
魅
力
を
高
め
、
知

名
度
を
広
め
た
が
、
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
に
、
ど
う

活
か
し
て
い
く
の
か
。

A  

市
の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信
す

る
こ
と
に
よ
り
、
交
流
人
口
増
加
を

図
る
と
と
も
に
市
民
の
誇
り
と
愛
着

を
醸
成
し
定
住
を
推
進
す
る
。
全
国

的
な
知
名
度
を
持
っ
た
戦
国
武
将
が

生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、

戦
国
時
代
の
山
城
や
美
濃
桃
山
陶
な

ど
の
歴
史
と
も
重
な
り
、
現
在
の
住

み
良
さ
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
を
活
か
し
な
が
ら
発
信
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

Q  

住
宅
新
築
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金

の
新
年
度
の
見
込
み
は
。

A  

令
和
２
年
度
は
10
月
に
受
付
を

終
了
し
、
新
年
度
も
利
用
希
望
件
数

に
大
き
な
変
化
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
効
果

を
高
め
る
こ
と
、
利
用
し
た
い
市
民

の
納
得
性
の
観
点
か
ら
、
助
成
率
の

引
き
下
げ
を
検
討
し
て
い
る
。
助
成

件
数
の
増
加
、
市
内
業
者
へ
の
工
事

受
注
額
の
増
加
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
。

Q  
企
業
を
誘
致
す
る
上
で
、
工
業

用
水
な
ど
水
の
問
題
は
な
い
の
か
。

A  

可
児
市
は
企
業
が
安
価
な
水
を

大
量
に
得
る
環
境
が
な
く
、
水
を
大

量
に
使
う
企
業
は
誘
致
が
難
し
い
。

Q  

さ
つ
き
バ
ス
の
運
行
経
路
等
が

大
幅
に
改
定
さ
れ
る
が
、
市
民
へ
の

周
知
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

A  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
再
編
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
を
受
け
利
用
状
況
、
生
活
様
式

の
変
化
や
経
済
の
低
迷
等
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
計
画
の
見
直
し
が
必
要
と

判
断
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
周
知
に

つ
い
て
も
、
方
法
や
時
期
を
再
考
す

る
予
定
で
あ
る
。

Q  

学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
置

し
な
い
の
か
。
子
ど
も
達
の
健
康
に

配
慮
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
利
用
計
画
が

策
定
さ
れ
て
い
る
か
。

A  

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
は
、
配
置
し
た

い
と
考
え
て
い
る
が
今
回
は
予
算
計

上
し
て
い
な
い
。

　
令
和
３
年
度
初
め
に
教
育
委
員
会

か
ら
示
す
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
の
ル
ー

第
２
回
定
例
会
の
議
案
審
査
等
の
概
要
で
す
。

常
任
委
員
会
報
告
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ル
に
は
、
児
童
生
徒
の
健
康
に
留
意

し
た
内
容
を
記
載
す
る
。

◆
◆
討
論
◆
◆

　
　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
関
連
費
用

の
支
出
、
下
水
道
整
備
等
に
伴

う
一
般
廃
棄
物
処
理
業
等
の
合
理
化

に
関
す
る
特
別
措
置
法
グ
ラ
ン
ド

ル
ー
ル
の
代
替
業
務
は
随
意
契
約
か

ら
一
般
競
争
入
札
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
に
超
深
地
層
研
究
所
分
が
あ
る
こ

と
、そ
し
て
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、

国
民
監
視
の
強
化
や
個
人
情
報
漏
え

い
が
懸
念
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
予
算
は

慎
重
で
あ
る
べ
き
こ
と
か
ら
、
反
対
。

　
　
最
重
点
施
策
の
企
業
誘
致
は
、

可
児
御
嵩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
工
業
団
地
開
発
を
計
画
通
り
着
実

に
進
め
、
積
極
的
な
企
業
誘
致
を
お

願
い
す
る
。　
　
　
　

　
一
方
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
麒
麟
が
く
る
」
の
レ
ガ
シ
ー
を
引

き
継
ぎ
、
活
か
し
、
明
智
光
秀
生
誕

の
地
、
戦
国
時
代
の
城
郭
、
美
濃
桃

山
陶
の
聖
地
な
ど
市
の
魅
力
を
市
内

外
に
伝
え
て
ほ
し
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
も
あ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況

下
で
、
感
染
症
へ
の
対
応
と
こ
れ
か

ら
の
本
市
を
見
据
え
た
姿
勢
が
表
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
賛
成
。

　
　
保
険
料
の
軽
減
措
置
の
特
例
が

廃
止
さ
れ
、
負
担
が
増
加
す
る
。

高
齢
者
の
生
活
を
脅
か
し
、
格
差
と

貧
困
の
連
鎖
を
助
長
す
る
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
は
、
反
対
。

　
　
保
健
事
業
で
は
、
被
保
険
者
の

健
康
増
進
・
維
持
に
努
め
、
広

域
連
合
と
の
連
携
や
役
割
分
担
の
も

と
健
全
な
財
政
運
営
や
事
業
運
営
が

行
わ
れ
て
お
り
、
賛
成
。

　
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
量
の
上
限

抑
制
策
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、

第
８
期
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
標
準
モ
デ

ル
に
よ
る
給
付
の
統
制
や
調
整
交
付

金
の
交
付
に
係
る
給
付
費
適
正
化
、

介
護
認
定
引
き
下
げ
圧
力
が
強
ま
り

か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
反
対
。

　
　
低
所
得
者
に
対
し
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ
り
介

護
保
険
料
軽
減
措
置
を
拡
充
し
て
お

り
、
配
慮
さ
れ
た
予
算
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
賛
成
。

　
委
員
会
で
の
審
査
を
踏
ま
え
、
市

執
行
部
に
対
し
、
以
下
の
要
請
を
し

ま
し
た
。

総
務
企
画
委
員
会

　
市
税
以
外
の
諸
納
付
金
の
督
促
手

数
料
及
び
延
滞
金
徴
収
条
例
の
一
部

改
正
等
、
計
２
件
の
議
案
と
請
願
１

件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　
委
員
間
で
の
討
論
に
て
次
の
よ
う

な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
◆
討
論
◆
◆

　
　
核
兵
器
禁
止
条
約
は
核
兵
器
の

生
産
・
使
用
等
だ
け
で
な
く
、

核
抑
止
も
否
定
し
て
い
る
。
厳
し
い

安
全
保
障
環
境
か
ら
国
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
、
条
約
に
署
名
・

批
准
し
な
い
と
い
う
政
府
の
対
応
に

は
一
定
の
合
理
性
が
あ
る
。

　
　
地
球
上
の
全
て
の
生
命
を
無
く

す
最
終
兵
器
で
あ
る
核
兵
器

に
は
反
対
。

　
被
爆
国
で
あ
る
日
本
が
、
一
日
も

早
く
、
世
界
の
国
々
か
ら
核
兵
器
を

反対賛成

反対賛成反対

賛成

反対賛成

　

住
宅
新
築
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

金
の
制
度
が
変
更
さ
れ
る
が
、

今
後
こ
の
よ
う
な
変
更
に
際
し

て
は
、
市
民
、
事
業
者
及
び
議

会
に
事
前
に
十
分
な
説
明
を
行

う
こ
と
。

　

制
度
変
更
な
ど
に
よ
り
、
市

民
に
不
利
益
が
生
じ
る
場
合
は
、

十
分
な
周
知
期
間
を
設
け
て
実

施
す
る
こ
と
。
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な
く
す
た
め
の
行
動
を
起
こ
す
の
は

当
然
で
あ
る
。

建
設
市
民
委
員
会

　
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
等
、

３
件
の
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し

た
。

　
人
工
芝
の
全
面
張
替
工
事
が
完
了

し
た
Ｋ
Ｙ
Ｂ
ス
タ
ジ
ア
ム
や
、
改
修

を
予
定
し
て
い
る
運
動
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
現
場
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

教
育
福
祉
委
員
会

　
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
等
、
11
件
の
議
案
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

Q  

指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
提
供

に
当
た
り
、
必
要
な
情
報
を
活
用
し

適
切
か
つ
有
効
に
行
う
と
は
具
体
的

に
ど
う
い
う
こ
と
か
。

A  

令
和
３
年
度
か
ら
本
格
稼
働
す

る
科
学
的
介
護
情
報
シ
ス
テ
ム
で
は
、

利
用
者
の
状
態
や
ケ
ア
内
容
な
ど
の

情
報
を
収
集
・
分
析
す
る
。
そ
れ
を

事
業
者
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
時
等
に

活
用
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
そ
れ
ぞ

れ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
適
切
か
つ

有
効
に
行
わ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

◆
◆
討
論
◆
◆

　
　
介
護
保
険
給
付
の
内
容
の
圧
縮

に
繋
が
る
恐
れ
が
あ
る
の
で

反
対
。

Q  

可
児
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

譲
渡
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

A  

支
援
の
継
続
性
が
何
よ
り
大
事

だ
と
考
え
て
お
り
、
開
設
以
来
運
営

を
担
っ
て
き
た
社
会
福
祉
協
議
会
に

譲
渡
し
た
。

Q  

介
護
保
険
料
の
以
前
の
値
上
げ

に
関
す
る
詳
細
は
。

A  

前
々
回
は
6
・
1
％
、
前
回
は

5
・
8
％
の
値
上
げ
だ
っ
た
。
今
回

は
基
金
を
６
億
円
取
り
崩
し
、
月
額

２
０
０
円
、
3
・
8
％
の
値
上
げ
に

抑
え
た
。

◆
◆
討
論
◆
◆

　
　
高
齢
者
の
貧
困
化
が
広
が
っ
て

き
て
い
る
。
財
政
的
に
介
護
保

険
を
利
用
す
る
世
帯
の
経
済
状
態
は

ま
す
ま
す
厳
し
い
状
態
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
値
上
げ
に
は
反
対
。

反対

反対

核兵器禁止条約の発効に伴い、我が国の条約署名・批准の実現を求める意見書

　2021年1月22日の「核兵器禁止条約」発効に伴い、唯一の戦争被爆国である日本が、
核保有国と条約批准国の橋渡しとなり、核兵器のない平和な世界の実現に向け、リーダー
シップを発揮することを期待し、核保有国を含め核兵器禁止条約署名・批准の実現に取
り組むよう国に要望するもので、議員から提案され、賛成多数で可決されました。
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第 2回定例会　提出された議案等と審議結果
　提出された議案は、予算20件、条例11件、人事 3件、その他 5件でした。それ以外に、請願 1件、委員
会提案（発委） 2件、議員提案（発議） 1件がありました。

番号 件名 結果

議
案

2 令和 3年度可児市一般会計予算 〇
3 令和 3年度可児市国民健康保険事業特別会計予算 ◎
4 令和 3年度可児市後期高齢者医療特別会計予算 〇
5 令和 3年度可児市介護保険特別会計予算 〇
6 令和 3年度可児市自家用工業用水道事業特別会計予算 ◎
7 令和 3年度可児市農業集落排水事業特別会計予算 ◎

8 令和 3年度可児市可児駅東土地区画整理事業特別会計
予算 ◎

9 令和 3年度可児市可児御嵩インターチェンジ工業団地
開発事業特別会計予算 ◎

10 令和 3年度可児市土田財産区特別会計予算 ◎
11 令和 3年度可児市北姫財産区特別会計予算 ◎
12 令和 3年度可児市平牧財産区特別会計予算 ◎
13 令和 3年度可児市二野財産区特別会計予算 ◎
14 令和 3年度可児市大森財産区特別会計予算 ◎
15 令和 3年度可児市水道事業会計予算 ◎
16 令和 3年度可児市下水道事業会計予算 ◎
17 令和 2年度可児市一般会計補正予算（第 9号） ◎

18 令和 2年度可児市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第 3号） ◎

19 令和 2年度可児市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第 1号） ◎

20 令和 2年度可児市可児駅東土地区画整理事業特別会計
補正予算（第 1号） ◎

21 令和 2年度可児市可児御嵩インターチェンジ工業団地
開発事業特別会計補正予算（第 2号） ◎

22 可児市国民健康保険税条例及び可児市国民健康保険条
例の一部を改正する条例の制定 ◎

23 可児市手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定 ◎

24 可児市税以外の諸納付金の督促手数料及び延滞金徴収
条例等の一部を改正する条例の制定 ◎

25 可児市福祉医療費助成に関する条例の一部を改正する
条例の制定 ◎

議案の詳しい内容については、議会ホームページで確認いただくか、議会事務局窓口で閲覧することができます。

第 ２回定例会の賛否一覧　※これ以外の案件等は、全会一致で可決しています。
奥
村　
新
五

松
尾　
和
樹

中
野　
喜
一

田
原　
理
香

大
平　
伸
二

渡
辺　
仁
美

伊
藤　
　
壽

勝
野　
正
規

板
津　
博
之

澤
野　
　
伸

山
田　
喜
弘

川
合　
敏
己

川
上　
文
浩

天
羽　
良
明

酒
井　
正
司

野
呂　
和
久

山
根　
一
男

中
村　
　
悟

伊
藤　
健
二

冨
田　
牧
子

亀
谷　
　
光

林　
　
則
夫

議案第 2号　令和 3年度可児市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○
議案第 4号　令和 3年度可児市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○
議案第 5号　令和 3年度可児市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○
議案第27号　 可児市指定介護予防支援等の事業の人員及び

運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予
防のための効果的な支援の方法に関する基準
等を定める条例の一部を改正する条例の制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

議案第28号　 可児市指定地域密着型サービス及び指定地域密着型
介護予防サービスの事業の人員、設備、運営等に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

議案第29号　 可児市指定居宅介護支援等の事業の人員及び
運営等に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例の制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

議案第31号　可児市介護保険条例の一部を改正する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○
請願第 1号　 日本政府に核兵器禁止条約の署名と批准を求

める意見書採択についての請願 ● ● ○ ● ○ ○ ○ ● ● - ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○

発議第 1号　 核兵器禁止条約の発効に伴い、我が国の条約
署名・批准の実現を求める意見書 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

※〇は賛成　●は反対　　　　議長（澤野　伸）は採決に加わらない。

番号 件名 結果

議
案

26
可児市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並
びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例の制定

◎

27
可児市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並び
に指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的
な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改
正する条例の制定

○

28
可児市指定地域密着型サービス及び指定地域密着型介
護予防サービスの事業の人員、設備、運営等に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定

○

29 可児市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営等に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定 〇

30 可児市障がい者通所施設の設置及び管理に関する条例を廃止する条例の制定 ◎

31 可児市介護保険条例の一部を改正する条例の制定 ○

32
可児市及び可児郡兼山町の廃置分合に伴う地域審議会
の設置に関する協議書を変更する条例を廃止する条例
の制定

◎

33 可茂広域公平委員会委員の選任 ◎
34 人権擁護委員候補者の推薦 ◎
35 財産の減額譲渡 ◎
36 財産の無償貸付け ◎
37 財産の取得 ◎
38 市道路線の認定 ◎
39 都市公園を設置すべき区域の決定 ◎
40 教育長の任命 ◎

請
願 1 日本政府に核兵器禁止条約の署名と批准を求める意見

書採択についての請願 〇

発
委

1 可児市議会会議規則の一部を改正する規則の制定 ◎

2 地方自治法第180条第 1項の規定による市長の専決処分
事項の一部を改正すること ◎

発
議 1 核兵器禁止条約の発効に伴い、我が国の条約署名・批

准の実現を求める意見書 〇

【結果の表示記号】　◎全会一致で可決　〇賛成多数で可決
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一 般
11
人
が
市
政
を
問
う

質
問

　
市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
、
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
、
会
議
時
間
短
縮
の
た
め
、
持
ち
時
間
を

1
人
60
分
以
内
か
ら
45
分
以
内
に
変
更
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
質
問
の
紙
面
は
、
質
問
議
員
が
作
成
し
て
い

ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
議
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
本
市
の
再
犯
防
止
等
の
推
進

に
関
す
る
取
り
組
み
は
。

　
　
保
護
観
察
を
受
け
て
い
る
方

等
が
本
市
に
帰
来
先
を
求
め
生
活

保
護
申
請
を
す
る
場
合
が
あ
る
。

生
活
保
護
は
資
産
、
能
力
、
そ
の

他
を
最
低
限
度
の
生
活
維
持
に
活

用
す
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
行
い
、

就
労
支
援
員
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

の
連
携
に
よ
る
社
会
復
帰
を
目
指

し
た
自
立
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
住
居
の
な
い
場
合
は
国
の

通
知
に
基
づ
き
保
護
を
実
施
、
住

居
確
保
に
つ
い
て
は
、
市
か
ら
保

証
人
不
要
物
件
等
の
情
報
を
提
供

す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
再
犯
防
止
推
進
計
画
の
今
後

は
　
　
再
犯
防
止
へ
の
取
組
に
は
刑

務
所
等
の
専
門
施
設
、
更
生
保
護

法
人
等
の
支
援
が
必
要
だ
が
、
市

内
に
は
な
い
た
め
、
県
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
現
時
点
で
計
画
を
策
定
し
て
も

実
効
性
が
不
十
分
な
計
画
に
な
り

か
ね
な
い
。
こ
れ
ま
で
も
岐
阜
保

護
観
察
所
と
連
携
し
、
可
児
保
護

区
保
護
司
会
の
粘
り
強
い
活
動
に

よ
り
再
犯
防
止
の
対
応
が
行
わ
れ

て
き
た
。
今
後
も
、
実
務
と
し
て

し
っ
か
り
再
犯
防
止
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

QAQA
再
犯
防
止
等
に
向
け
関
係
団
体

連
携
と
取
り
組
み
は

大
おお
平
ひら
　伸

しん
二
じ

山
やま
田
だ
　喜

よし
弘
ひろ

岐阜県再犯防止推進計画と他計画との関係案

YouTubeで議場での一般
質問や各委員会の様子を配
信しています。いつでも視
聴することができますので
ご利用ください。

勘案して作成

■県再犯防止推進計画と他計画との関係イメージ
国再犯防止推進計画

第
四
期

岐
阜
県
地
域
福
祉
支
援
計
画

市
町
村
再
犯
防
止
推
進
計
画

県の策定した計画 地方再犯防止推進計画

都道府県及び
市町村がそれ
ぞれの計画を
勘案して作成

県
再
犯
防
止
推
進
計
画
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日
本
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
指
数
世
界
１
２
１
位
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
後
進
国
だ
が
、
本
市
で

は
ど
う
か
。「
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
２
０
２
３
」
の
到
達
状
況
は
。

　
　
プ
ラ
ン
の
目
標
１
「
男
女
共

同
参
画
社
会
実
現
に
向
け
た
意
識

改
革
」
で
は
、
25
の
施
策
で
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
毎
年
、
中

学
３
年
生
に
配
布
し
て
い
る
男
女

共
同
参
画
意
識
啓
発
副
読
本
で
は
、

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
、
性
別
に

か
か
わ
ら
ず
社
会
で
活
躍
す
る
大

人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て

い
る
。

政
策
や
方
針
決
定
の
場
で
の

男
女
共
同
参
画
の
到
達
状
況
は

　
　
日
本
は
指
導
的
地
位
に
占
め

る
女
性
割
合
30
％
と
い
う
目
標
が

未
達
成
だ
が
、
本
市
の
状
況
は
。

　
　
本
市
参
画
プ
ラ
ン
の
目
標
２

は
、
政
策
や
方
針
決
定
の
場
で
の

男
女
共
同
参
画
だ
が
、
審
議
会
等

に
お
け
る
女
性
委
員
の
割
合
は

30
・
4
％
。
市
女
性
職
員
の
課
長

職
以
上
は
6
・
7
％
、
係
長
以
上

は
17
・
7
％
と
な
っ
て
い
る
。
積

極
的
な
差
別
解
消
政
策
（
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
）
を
支
援
し

て
い
る
事
業
所
は
54
・
9
％
で
、

令
和
5
年
目
標
値
35
％
を
す
で
に

達
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
男
性

職
員
の
育
休
取
得
割
合
は
、
今
年

度
１
月
末
時
点
で
42
・
9
％
で
あ

る
。

QAQ

A

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

２
０
２
３
の
達
成
状
況
は

　
　
令
和
３
年
度
施
政
方
針
に
お

い
て
、
こ
ど
も
医
療
費
減
少
分
を

学
校
給
食
費
に
還
元
す
る
と
は
ど

う
い
う
こ
と
か
。

　
　
こ
ど
も
医
療
費
が
前
年
度
に

比
べ
下
が
っ
た
。
医
療
費
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
財
源
を
子

育
て
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ

ら
に
コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
控
え
る
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
こ
の
機
会
に

出
し
た
い
。
教
育
委
員
会
に
は

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
さ
な
け
れ
ば
予

算
を
執
行
し
な
い
と
い
う
条
件
で

指
示
し
て
い
る
。

　
小
中
学
生
が
コ
ン
ビ
ニ
受
診
を

控
え
、
健
康
に
留
意
す
る
こ
と
で

医
療
費
を
抑
え
る
こ
と
が
可
能
な

の
で
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
出
す
た
め
の
施
策
で
あ

り
、
市
長
と
し
て
の
政
策
判
断
で

あ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
の
導
入
を

　
　
障
が
い
者
で
も
見
や
す
い
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
導
入
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
メ
イ
リ
オ
と
い
う
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
意
識
し
た
判
読

性
と
汎
用
性
の
高
い
フ
ォ
ン
ト
を

使
用
し
て
い
る
。
こ
の
フ
ォ
ン
ト

は
歴
史
が
古
い
分
、
古
い
パ
ソ
コ

ン
の
Ｏ
Ｓ
に
も
対
応
し
て
い
る
の

で
、
現
時
点
で
導
入
予
定
は
な
い
。

QA

QA

令
和
3
年
度
学
校
給
食
費

値
上
げ
分
を
公
費
負
担

山
やま
田
だ
　喜

よし
弘
ひろ

冨
とみ
田
だ
　牧

まき
子
こだれもが輝く可児未来図

「プラン２０２３」

令和 ３年度学校等給食材料費
負担額の内訳

(単位:千円)

小中
学校

市立
幼稚園

市立
保育園

給食材料費 516,816 4,440 2３,000

保護者等負担額 469,164 4,440 15,510

市の負担額 47,652 0 7,490
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緊
急
事
態
宣
言
下
の
選
挙
で

あ
っ
た
が
コ
ロ
ナ
対
策
と
効
果
は
。

　
　
３
密
を
避
け
た
投
票
環
境
の

確
保
、
期
日
前
投
票
の
推
進
、
有

権
者
へ
の
情
報
提
供
を
重
要
指
針

と
し
、
各
種
の
対
策
に
取
り
組
ん

だ
。
感
染
が
疑
わ
れ
る
方
が
投
票

所
に
来
ら
れ
た
場
合
の
投
票
と
そ

の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て
も

し
っ
か
り
と
準
備
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
し

て
投
票
所
に
足
を
運
ば
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

選
挙
啓
発
に
防
災
行
政
無
線
の

活
用
を

　
　
選
挙
は
市
民
の
大
切
な
権
利

で
あ
る
。
投
票
率
を
上
げ
る
の
は

行
政
の
使
命
だ
と
考
え
る
。
コ
ロ

ナ
禍
で
も
安
心
し
て
選
挙
に
い
け

る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る

た
め
、
選
挙
啓
発
に
は
防
災
行
政

無
線
を
有
効
に
活
用
す
べ
き
で
は
。

　
　
市
民
か
ら
の
様
々
な
意
見
や
、

防
災
行
政
無
線
の
本
来
の
緊
急
性

な
ど
を
考
慮
し
た
結
果
、
今
回
の

選
挙
で
は
使
用
を
見
送
っ
た
。

　
し
か
し
、
選
挙
後
に
お
い
て
も

活
用
に
つ
い
て
賛
成
、
反
対
、
両

方
の
意
見
が
あ
り
、
今
後
の
防
災

行
政
無
線
の
使
用
に
つ
い
て
は
各

選
挙
時
に
改
め
て
適
時
適
切
に
判

断
す
る
。

QAQ

A

岐
阜
県
知
事
選
挙
を

ど
う
振
り
返
る
か

天
あ
羽
もう
　良

よし
明
あき

　
　
木
沢
記
念
病
院
で
の
大
規
模

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
に
よ
る
医
療
へ

の
影
響
は
。

　
　
木
沢
記
念
病
院
で
は
感
染
拡

大
に
よ
り
救
急
受
入
が
停
止
し
た

が
、
市
内
の
病
院
で
極
力
対
応
し

た
。
市
内
で
受
け
入
れ
で
き
な
い

患
者
は
近
隣
他
市
の
医
療
機
関
で

対
応
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
大

き
な
混
乱
は
起
き
な
か
っ
た
。

　
　
飲
食
事
業
者
等
支
援
プ
レ
ミ

ア
ム
付
ク
ー
ポ
ン
の
仕
組
み
は
。

　
　
市
内
の
参
加
店
舗
を
募
集
し
、

例
え
ば
各
店
舗
専
用
の
５
０
０
０

円
分
の
ク
ー
ポ
ン
を
市
で
作
成
し
、

各
店
舗
が
３
５
０
０
円
で
販
売
す

る
。
差
額
の
１
５
０
０
円
分
を
プ

レ
ミ
ア
ム
分
と
し
て
各
店
舗
に
補

助
す
る
。

可
児
駅
前
線
の
開
通
に
つ
い
て

　
　
可
児
駅
前
線
の
開
通
時
期
と

地
元
要
望
へ
の
対
応
は
。

　
　
今
年
秋
頃
の
開
通
を
目
指
し

て
、
可
児
金
山
線
と
の
交
差
点
へ

の
信
号
機
の
設
置
、
市
道
45
号
線

（
広
見
中
央
線
）
と
の
交
差
点
に

東
西
方
向
の
横
断
歩
道
と
注
意
看

板
を
設
置
す
る
。
市
道
１
１
８
号

線
交
差
点
に
お
い
て
は
、
南
北
方

向
の
一
時
停
止
と
３
か
所
の
横
断

歩
道
を
設
置
す
る
。
今
後
も
警
察
、

地
元
と
協
議
調
整
を
進
め
て
い
く
。

QAQA

QQQA

大
規
模
ク
ラ
ス
タ
ー
の
影
響
と

ク
ー
ポ
ン
券
の
概
要

川
かわ
上
かみ
　文

ふみ
浩
ひろ

好評を得た投票済証

美濃加茂方式のプレミアム
クーポン券
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施
政
方
針
か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍

で
の
現
状
把
握
や
対
応
へ
の
根
本

的
な
考
え
方
が
見
え
な
い
。
市
民

生
活
に
ど
う
い
う
影
響
が
出
て
い

る
と
捉
え
、
ど
の
よ
う
に
施
策
を

展
開
し
て
き
て
い
る
の
か
。

　
　
様
々
な
機
会
で
制
限
を
か
け

る
等
不
便
を
お
か
け
し
て
い
る
。

住
居
確
保
給
付
金
や
、
融
資
件
数

の
増
加
等
、
数
値
的
に
も
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。
令
和
２
年
度
は
９

回
の
補
正
予
算
を
組
み
、
コ
ロ
ナ

感
染
症
に
対
す
る
総
合
支
援
対
策

と
し
て
事
業
者
、
生
活
困
窮
者
、

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
等
を
実
施

し
た
。
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ

て
も
、
公
共
事
業
を
計
画
的
に
進

め
る
た
め
の
予
算
を
措
置
し
、
地

域
経
済
の
回
復
に
つ
な
げ
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
地
域
の
現
状
把

握
と
対
応
は

　
　
施
政
方
針
に
「
市
民
活
動
へ

の
支
援
」
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
地

域
の
現
状
を
ど
う
捉
え
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
た
の
か
。

　
　

高
齢
化
等
に
よ
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
担
い
手
不
足

等
の
影
響
が
出
て
い
る
。
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
に
繋
が
ら

な
い
よ
う
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
。
こ
れ

ま
で
自
治
会
運
営
へ
の
様
々
な
支

援
を
行
っ
て
き
た
。
引
き
続
き
市

民
の
考
え
方
を
聞
き
な
が
ら
、
丁

寧
に
対
応
を
進
め
る
。

QA

QQA

コ
ロ
ナ
禍
で
の
社
会
の
変
化
の

現
状
把
握
と
対
応
は

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

（
以
下
Ｃ
Ｓ
）
は
、
地
域
住
民
等

が
委
員
と
な
り
、
学
校
運
営
に
つ

い
て
意
見
を
述
べ
る
な
ど
、
地
域

と
と
も
に
学
校
づ
く
り
を
進
め
る

仕
組
み
で
あ
る
。
Ｃ
Ｓ
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
可
児
市
教
育
委
員
会

の
取
組
や
導
入
へ
の
考
え
を
問
う
。

　
　
こ
れ
ま
で
研
修
会
に
学
校
長

や
教
育
委
員
会
等
が
参
加
し
、
学

校
運
営
や
地
域
と
学
校
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
行
っ
て

き
た
。
現
在
、
学
校
運
営
に
関
す

る
意
見
を
い
た
だ
く
場
と
し
て
、

自
治
会
等
の
代
表
に
委
嘱
す
る
学

校
評
議
員
制
度
を
活
用
し
て
い
る
。

本
市
で
は
地
域
・
学
校
・
保
護
者

の
連
携
が
進
ん
で
お
り
、
Ｃ
Ｓ
の

目
指
す
環
境
を
醸
成
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
状
況
を
み
て

設
置
の
判
断
を
し
て
い
く
。

規
則
を
制
定
す
る
考
え
は

な
い
か

　
　
Ｃ
Ｓ
設
置
に
は
規
則
を
定
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
制
定
の

考
え
は
な
い
か
。

　
　
Ｃ
Ｓ
を
導
入
す
る
に
は
規
則

を
つ
く
り
、
小
中
学
校
管
理
規
則

の
変
更
が
必
要
と
な
る
。
地
域
と

学
校
が
連
携
・
協
働
し
て
学
校
運

営
を
進
め
て
い
け
る
見
通
し
が
で

き
た
段
階
で
規
則
の
制
定
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

QA

QA

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

導
入
の
考
え
は

田
た
原
はら
　理

り
香
か

野
の
呂
ろ
　和

かず
久
ひさコミュニティ・スクールが

設置された中学校

令和 ３年度
施政方針
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４
月
か
ら
の
第
８
期
介
護
保

険
計
画
で
の
介
護
保
険
料
の
値
上

げ
は
適
正
か
。

　
　
高
齢
者
の
増
加
や
認
定
率
の

上
昇
、
介
護
施
設
整
備
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
増
が
見
込
ま
れ

る
。
そ
れ
に
加
え
報
酬
改
定
等
に

よ
る
給
付
費
の
増
加
を
織
り
込
み

試
算
し
た
。
第
８
期
介
護
保
険
料

の
算
定
で
は
介
護
給
付
費
準
備
基

金
を
取
崩
し
、
で
き
る
限
り
上
昇

を
抑
え
て
設
定
し
て
い
る
。
低
所

得
者
層
に
対
す
る
軽
減
措
置
は
、

公
費
を
投
入
し
継
続
実
施
す
る
。

月
額
２
０
０
円
の
値
上
げ
は
、
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
減
ら
す
こ
と
な

く
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
増
加
に
対
応

し
、
制
度
を
維
持
す
る
た
め
の
最

低
限
の
値
上
げ
で
あ
り
、
適
正
な

範
囲
だ
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

　
　
第
８
期
介
護
保
険
計
画
で
改

善
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
何
か
。

　
　
紙
お
む
つ
、
ね
ま
き
、
防
水

シ
ー
ツ
等
の
購
入
で
は
、
今
後
、

国
の
補
助
対
象
か
ら
外
さ
れ
る
。

し
か
し
、
高
齢
者
及
び
そ
の
家
族

の
負
担
軽
減
の
た
め
、
多
く
の
方

が
利
用
さ
れ
て
い
る
状
況
に
鑑
み
、

紙
お
む
つ
・
防
水
シ
ー
ツ
に
対
象

を
絞
り
、
第
８
期
か
ら
は
、
当
該

事
業
を
市
の
特
別
給
付
に
移
行
さ

せ
、
保
険
料
で
賄
う
こ
と
に
す
る
。

QA

QA

２0
年
目
の
介
護
保
険
と

保
険
料
の
値
上
げ

　
　
感
染
症
対
策
し
た
上
で
の
避

難
所
運
営
の
課
題
は
何
か
。

　
　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
等
の
受
付
か

ら
避
難
ス
ペ
ー
ス
誘
導
ま
で
時
間

を
要
し
た
こ
と
や
多
数
の
避
難
者

が
発
生
し
た
場
合
に
避
難
ス
ペ
ー

ス
や
職
員
配
置
が
計
画
ど
お
り
出

来
る
か
、
な
ど
が
あ
る
。
刻
々
と

変
化
す
る
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
継
続
し

て
進
め
る
。

　
　
防
災
計
画
の
今
後
の
方
向
性

　
　
災
害
へ
の
正
し
い
知
識
や
備

え
へ
の
啓
発
と
地
域
防
災
力
向
上

の
支
援
を
継
続
し
、
自
助
共
助
公

助
で
災
害
に
強
い
ま
ち
を
目
指
し
、

地
域
防
災
計
画
に
沿
っ
た
各
種
施

策
を
着
実
に
実
施
す
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
す
る
自
治
体

の
役
割

　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
市
民
へ
の
周
知

や
、
目
標
達
成
に
向
け
て
の
可
児

市
の
取
組
は
。

　
　
「
第
2
期
可
児
市
総
合
戦
略
」

の
地
方
創
生
に
向
け
た
取
組
が
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
や
市
民
へ
の
啓

発
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
市
の
各
所
管
に
お
い
て
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
意
識
し
て
、
今

後
の
計
画
等
の
策
定
や
各
事
業
を

進
め
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

　
必
要
な
周
知
に
つ
い
て
は
、
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
通
じ
て

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

QAQAQ

A

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
と

防
災
計
画
の
方
向
性

伊
い
藤
とう
　健

けん
二
じ

渡
わた
辺
なべ
　仁

ひと
美
み

介護保険事業計画（第 8期）

開発目標達成をめざし
SDGs推進の可児市
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本
市
独
自
の
外
国
籍
市
民
対

策
は
。

　
　
日
本
人
と
同
内
容
の
情
報
が

届
け
ら
れ
る
よ
う
市
対
策
本
部
か

ら
発
出
さ
れ
た
情
報
の
翻
訳
や
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
啓
発
動
画
等

を
発
信
し
た
他
、
外
国
籍
市
民
全

世
帯
の
約
３
９
０
０
世
帯
に
注
意

喚
起
文
書
を
発
送
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
各
企
業
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
、
各
公
共
施
設
等
に
掲
示

や
配
布
し
た
チ
ラ
シ
等
は
イ
ラ
ス

ト
を
多
用
し
、
文
字
は
で
き
る
だ

け
少
な
く
す
る
等
、
国
際
交
流
員

や
フ
レ
ビ
ア
の
外
国
籍
ス
タ
ッ
フ

の
意
見
を
参
考
に
し
て
情
報
を
伝

え
る
た
め
に
工
夫
を
し
た
。

全
て
の
市
民
の
人
権
を

尊
重
す
る

　
　
コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
ど
ん
な
学

び
が
あ
っ
た
か
。

　
　
単
に
言
葉
の
違
い
だ
け
で
は

な
く
、
文
化
の
違
い
や
国
民
性
の

違
い
ま
で
理
解
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
改
め
て
分
か
っ
た
。
一

方
で
、
外
国
籍
市
民
も
、
日
本
の

感
染
症
対
策
な
ど
の
在
り
方
に
つ

い
て
一
定
の
理
解
が
進
ん
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
双
方
が
違
い
を
理
解

し
歩
み
寄
る
こ
と
で
外
国
籍
市
民

を
含
め
た
全
市
民
が
一
丸
と
な
り

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
今
ま
で

以
上
に
安
全
安
心
な
ま
ち
を
一
緒

に
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

QAQQ

A

コ
ロ
ナ
危
機
を

多
文
化
共
生
進
展
の
好
機
に

松
まつ
尾
お
　和

かず
樹
き

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
体
制
は
ど
の
よ
う
に
準
備
さ
れ

て
い
る
か
。

　
　
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
時
期
や
量

が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
点
で
、
ま

ず
65
歳
以
上
の
高
齢
者
向
け
に
案

内
を
送
る
予
定
。
同
時
期
に
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
電
話
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
接
種
場
所
の
予

約
を
受
け
る
。

　
高
齢
者
施
設
等
は
、
そ
の
施
設

ご
と
に
入
所
者
や
従
事
者
も
一
緒

に
接
種
す
る
予
定
。
ま
た
、
接
種

場
所
へ
出
向
け
な
い
方
は
、
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
と
相
談
の
上
、

個
別
に
対
応
す
る
。
安
全
に
配
慮

し
、
安
心
し
て
接
種
で
き
る
よ
う

万
全
の
体
制
で
取
り
組
み
た
い
。

生
活
排
水
処
理
基
本
計
画
の

推
進
を

　
　
本
市
に
は
「
生
活
排
水
処
理

基
本
計
画
」
が
あ
り
、
河
川
に
生

活
雑
排
水
を
流
さ
な
い
よ
う
、
下

水
道
へ
の
接
続
等
が
明
記
さ
れ
て

い
る
が
、
現
在
、
下
水
道
整
備
区

域
内
で
、
未
接
続
の
世
帯
数
は
ど

れ
く
ら
い
か
。
ま
た
、
今
後
の
見

通
し
は
。

　
　
令
和
元
年
度
末
で
未
接
続
世

帯
は
、
３
１
７
１
世
帯
で
あ
る
。

　
今
後
も
、
下
水
道
接
続
や
未
整

備
区
域
に
お
け
る
合
併
浄
化
槽
へ

の
切
替
え
を
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

QAQQ

A

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
は

山
やま
根
ね
　一

かず
男
お

「緊急事態宣言発令中ポスター」
（翻訳版）

市保健センターで行われた接種模擬訓練
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可児市議会

チョット おじゃまします

「可児市議会だより」は再生紙と環境に優しい植物油インキを使用しています。

広報委員：�今回（令和 2年11月 7 日実施）の帷子花火への
想いはどのようなものでしたか。

澤野さん：�これまで「地元の子どもたちをはじめ多くの市
民の方々に楽しんでいただける思い出のまちづ
くり」をテーマに実施してきました。

　　　　　�また、昔から打ち上げ花火は邪気を払う、悪疫
退散を祈願するものとして栄えてきた歴史があ
ります。

広報委員：�コロナ禍において、どのような対応を考えまし
たか。

澤野さん：�節目の10回目を迎えるということで、盛大に開
催したいと考えていましたが、コロナ禍という
こともあり、これまでのように皆様方に協力金
を求めることもできず、一部の寄付のみでの小
規模開催としました。

　　　　　�緊急事態宣言等が発令された場合は中止するこ
とも念頭に入れていました。

広報委員：�花火打ち上げの周知や実施体制はどうしましたか。
澤野さん：�ポスターの作成や市民への周知は行わず、実行

委員会を中心に消防団等の協力をいただきなが
ら実施しました。

広報委員：次年度以降への抱負を。
澤野さん：�コロナが収束し今回の分も含めて、市民の皆さ

んに楽しんでいただけるよう頑張っていくつも
りです。楽しみにしていてください。

第 ３回定例会のお知らせ
5月

28日　開会日（議案説明）

6月
3日
4日　一般質問 ・議案質疑
7日　
10日　予算決算委員会
11日　総務企画委員会
14日　建設市民委員会
15日　教育福祉委員会
23日　閉会日（委員長報告 ・討論 ・ 採決）
＊会議は午前 ９時開会の予定です。
日程は、都合により変更となる場合もあります。

地域のかがやき
地 域 の 笑 顔
久々利／高齢者訪問

いつまでもお元気で

今渡／防災倉庫点検

日頃の備えを万全に
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　今回は、コロナ禍における地域活動を紹介します。
勝野正規議員と中野喜一議員が、帷子花火実行委員
会会長の澤野さんにお話を伺いました。

帷子花火大会の取り組み

帷子花火実行委員会会長　澤野将也さん

　「CTKタイムズ かにみた！」の中で、令和
２年度下半期の議会活動をお伝えする番組「議
会のトビラ」を放送します。ぜひご覧ください。

放送予定
5 月1２日（水）～ 5 月18日（火）
7 時15分 ・ 1２時15分 ・ 17時15分 ・ ２２時15分
（初回は 5月1２日（水）17時15分から）

ケーブルテレビで放送します
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